
ここに掲載されている情報は、情報提供を目的としたものであり、特定の商品などの投資の勧誘を目的としたものではありません。
最終的な投資判断は、お客様ご自身の判断と責任によってなされ、この情報に基づいて被ったいかなる損害について「株式会社みんかぶ」では責任を一切負いかねます。「株式会社みんかぶ」は、信頼できる情報をもとに情報を作成しておりますが、
正確性や完全性について責任を負いません。ここに掲載されている情報は、作成時点のものであり、市場環境等の変化などによって予告なく変更または廃止されることがあります。ここに掲載されている情報の著作権は、株式会社みんかぶに帰属
し、株式会社みんかぶの許可無しに転用、複製、複写はできません。株式会社みんかぶ

協調減産合意へ ～OPEC総会

2017年11月27日（月）

　来週30日にウィーンでOPEC総会が開かれます。
その前後にOPEC及びロシアなど非OPEC主要産油国が協議を行い、
来年3月末が期限となっている現行の協調減産について
来年末を目途とした延長について話し合いがもたれます。

　注目は来年3月末が期限となっているOPEC・非OPECの協調減産の延長。
一時に比べ価格は戻ってきていますが、
供給過剰懸念は消えておらず、
米国のシェールオイル生産拡大への懸念もある中で
協調減産が延長されるという見通しが広がっています。

　キーとなる国の一つロシアのノバク・エネルギー相は24日、
同国のニュース専門チャンネルRBCでのインタビューで
すべての関係国が減産の延長を支持しており、ロシアも支持と発言しました。

　また、今週行われていたサウジアラビアとロシアの関係者会談では
30日の会合で協調減産延長合意を発表することの重要性を確認し
概要については合意したと匿名関係者情報として報じられています。

　もっとも、詳細についての意見の違いは残っており
合意発表予定の30日に向けて調整が続きます。
27日以降主要産油国の関係者がウィーン入りして協議を続けると見られ、
週前半から同問題が大きなポイントとなりそうです。

　協調減産に合意で、来年末までの減産が確定すると
原油高から、カナダ買いの動きが期待されます。

　カナダは今回の会合には参加していませんが、
生産量で世界第4位、埋蔵量で世界第2位といわれており、
先進国では唯一原油の純輸出国(輸出＞輸入)となっています。
(米国の方が生産ははるかに多いですが、消費も多く、ネットでマイナスです）

　また、原油高の動きが継続すると
その他商品の国債価格にも好影響となり
資源国通貨全般の買いを支える可能性があります。

　特に豪ドルや南アランドなどは石油の代替作用が大きい
石炭の輸出が大きくなっているため、影響が大きいです。

　協調減産合意でリスク要因が後退という認識からは円売りが出る可能性があり
カナダ円、豪ドル円などの上昇が期待されます。

　その他注目は1日のISM製造業景気指数(11月)です。

　9月に、13年半ぶりの高水準となる60.8を記録した同指数。
前回は58.7と鈍化。
景気の好悪判断の境目となる50をはっきりと超えているものの
前回は事前予想数字も下回ったことで
ややドル売りに作用しました。

　今回は58.3とさらに鈍化見込み。税制改革野不透明感などがどこまで響くか。
前回9月分の60.3から59.8も低下した雇用部門の数字と合わせ
確認しておきたいところです。


